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１．はじめに
平成 16年 7月 18日未明から福井県嶺北地方に降り始めた梅雨末期の雨は次第に激しさを増し，福


























＊Junko Fujii, Syougo Kamio, Hirofumi Yamamoto, and Tadashi Nakajima





Remanent Magnetization of the Muddy Sediment Remaining








今回，福井市中心部の破堤地点付近の 4地点（福井 1～福井 4）および上流の 1地点（福井 5）で
試料を採取した。洪水堆積物の厚さは 1～5cm程度である。試料採取にあたっては，試料の方位を磁
気コンパスを用いて測定するため，建物・金網等の磁場を乱す要因が少ない場所を選んだ。

















ており，含泥率が河和田 1では 80％，河和田 2では 96％（山本，2005）と，河和田地区の中では比
較的泥質な堆積物であった。
表１ 試料採取地点
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図１ 試料採取地点









































残留磁化測定結果を表 2に示す。福井市内の福井 1～4，福井 5-1では，残留磁化は交流消磁に対
して安定であり（図 3），kが大きく α95の小さい平均磁化方位が得られた。江市河和田地区では，
交流消磁に対してかなり不安定なものも混ざっており，kは福井市内の試料に比べて小さい値になっ
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